
〜「薬害の原点」薬害スモン事件で患者と弁護士はどう闘ったか〜
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九州アドボカシーセンター事務局
TEL 092-642-8525
MAILadvocacy2004@gmail.com

2019年７月1１日（木）17:30〜

天神ビル１１階５号会議室
福岡市中央区天神2丁目12番1号

参加費無料
（事前申込不要）
終了後、会場近くで懇親会あ

り、学生・受験生・司法修習

生の参加は無料です！

今回のテーマ

ＮＰＯ法人九州アドボカシーセンターでは、実
務の第一線で活躍している弁護士を講師に招き、
「弁護士」という職業の魅力や、将来の法曹に向
けたメッセージをお伝えしてきました。
今回は、原因不明の奇病とされた整腸剤キノホ
ルムによる被害回復を求めて、患者や弁護士たち
がどのように戦い、被害を認めさせ、解決にたど
り着いたのか、薬害スモン訴訟福岡弁護団の岩城
和代弁護士と、患者として闘った草場佳枝さんを
お招きしてお話しいただきます。
どなたでもご参加いただけますので、学生さん
や司法修習生はもちろん、多くの皆様のご参加を
お待ちしております。

会 場 地 図

弁護士の魅力セミナー

薬害スモン事件に学ぶ

ＮＰＯ法人 九州アドボカシーセンター

＊ＮＰＯ法人九州アドボカシーセンターは、人権課題に取り組む弁護士を志す学生を支援するため、法科大学院の発足
と同時に設立されたNPO法人です。県下の法律事務所等からの協力と財政支援を受けて運営されています。

岩 城 和 代 弁護士
（スモン訴訟福岡弁護団・岩城法律事務所）


